
４
月 

日
（
土
）
に
菊
川
市
民
セ
ン
タ
ー
で
住
み
よ
い
菊

川
を
つ
く
る
会
の
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
総
会
は
代
議
員

制
と
し
て
お
り
、
菊
川
地
区
内
の
自
治
会
長
に
出
席
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
住
み
よ
い
菊
川
を
つ
く
る
会
の
昨
年

度
の
事
業
報
告
や
決
算
報
告
、
今
年
度
の
事
業
計
画
や
予

算
、
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
４
月
号
で
も
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
、「
夢
プ
ラ
ン
策
定
」
に
つ
い
て
も
力
を
入
れ

て
ま
い
り
ま
す
。
住
み
よ
い
菊
川
を
つ
く
る
為
に
精
一
杯

活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

こ
の
タ
ウ
ン
情
報
き
く
が
わ
は
、
今
回
で
１
６
４

回
目
の
発
行
に
な
り
、
長
い
間
、
菊
川
地
区
の
方
に

菊
川
の
情
報
を
お
届
け
し
て
き
ま
し
た
。 

 

現
在
は
菊
川
に
住
む
４
人
と
、
市
民
セ
ン
タ
ー
主

事
の
計
５
人
で
作
成
し
て
い
ま
す
。 

３
ヵ
月
に
一
度
の
発
行
な
の
で
、
月
に
一
度
集
ま

り
、
そ
こ
で
意
見
交
換
、
次
の
会
議
ま
で
に
取
材
を

行
う
と
い
う
形
で
編
集
し
て
い
ま
す
。 

 

今
ま
で
の
記
事
を
読
ん
で
み
て
、
タ
ウ
ン
情
報
き

く
が
わ
の
編
集
に
少
し
で
も
興
味
が
あ
る
方
が
い
れ

ば
、
一
緒
に
編
集
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
試
し
に
見
学

に
来
て
い
た
だ
く
の
も
大
歓
迎
で
す
。
そ
の
際
は
菊

川
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

（
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
地
域
と
の
連
携
を
深
め

て
い
る
学
校
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。
現
在
き
く
が
わ
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
で
は
、

小
・
中
学
生
に
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
次
の
号
に
は
決
定
し
た
も
の
を
発
表
で
き
る

と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
菊
川
小
・
中
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
で
は
、
地
域･
保
護
者
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
月
初
め
に

小
・
中
学
校
の
登
校
時
間
に
あ
わ
せ
て
正
門
前
で
行

っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
も
お
時
間
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

（
直
近
４
回
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
） 

七
月
二
日
（
月
） 

九
月
三
日
（
月
） 

十
月
一
日
（
月
） 

十
一
月
一
日
（
木
） 

小
学
校
正
門
前 

７
時
３
０
分
～ 

中
学
校
正
門
前 

７
時
２
０
分
～ 

 

菊
川
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
夏
休
み
期
間
の
、
７

月
２
３
日
か
ら
７
月
３
１
日
（
土
日
除
く
）
ま
で
の

午
前
中
、
菊
川
寺
子
屋
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 
寺
子
屋
と
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
寺
院
で
手

習
師
匠
が
町
人
の
子
弟
に
読
み
書
き
、
計
算
等
を
教

え
た
学
問
施
設
で
す
。 

菊
川
寺
子
屋
で
は
、
菊
川
小
学
校
の
希
望
す
る
生

徒
に
夏
休
み
の
自
主
学
習
の
場
（
菊
川
市
民
セ
ン
タ

ー
）
を
提
供
し
、
生
徒
た
ち
が
自
分
で
選
ん
だ
学
習

へ
の
取
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
に
は
、
安
全
管
理
委
員
と
し
て
子
ど
も
た 

ち
の
安
全
と
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
の
教
育
に
興
味
の
あ
る
方
、
是
非
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

 

連
絡
先
：
菊
川
市
民
セ
ン
タ
ー
（
０
８
３
４
―

６
２
―
２
８
０
１
） 

 

 

世帯数 3,268
人口 7,969
男 3,855
女 4,114
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夏祭り（盆踊り）カレンダー 

地区 日時 場所

下上 ８月１１日（土） 菊川公園

加見 ８月１１日（土） 加見公園

四熊 ８月１３日（月） 四熊市民センター

小畑 ８月１４日（火） 小畑小学校

敬老会カレンダー 

地区 日時 場所

下上 ９月２３日（日） 菊川小体育館

加見 ９月２３日（日） 菊川中体育館

四熊 ９月２３日（日） 各自治会館及び市民センター

小畑 ９月　６日（木） 小畑市民センター



地
名
で
あ
る
。東
南
ア
ジ
ア
の
ビ
ル
マ（
現
在 

ミ
ャ
ン
マ
ー
）

で
の
戦
死
、
台
湾
の
バ
シ
ー
海
峡
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
レ
イ
テ

島
で
の
海
戦
で
の
戦
死
が
あ
る
。
そ
の
戦
死
の
瞬
間
が
、
ど

の
様
な
激
戦
で
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
テ
レ
ビ
の
特
番

で
の
映
像
で
知
る
ビ
ル
マ
で
は
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
が
あ
り
、

飢
餓
の
敗
走
で
、
多
く
の
戦
死
者
を
出
し
た
。
史
上
最
大
の

レ
イ
テ
島
沖
の
会
戦
は
日
本
の
負
け
が
決
定
的
に
な
り
、
海

軍
力
の
衰
退
は
沖
縄
戦
へ
と
本
土
決
戦
に
向
か
う
契
機
で
あ

っ
た
。
そ
の
様
な
重
要
な
戦
い
の
兵
士
た
ち
は
、
死
の
直
前

ま
で
、
戦
い
の
事
で
頭
が
一
杯
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
一
瞬
は

故
郷
の
風
景
が
浮
か
ん
だ
で
あ
ろ
う
。 

  

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
御
柱
か
ら
「
ふ
る
さ
と
の
山
に
向
ひ

て 

言
ふ
こ
と
な
し 

ふ
る
さ
と
の
山
は
あ
り
が
た
き
か
な
」

（
石
川
啄
木
）
と
聞
こ
え
て
来
る
気
が
す
る
。 

   

戦死の所在が彫られた御柱 

  

夏
に
な
る
と
先
祖
の
供
養
と
共
に
、
戦
争
の
記
憶
を
忘
れ
な

い
た
め
に
、
報
道
の
企
画
番
組
が
満
載
で
あ
る
。
こ
の
周
南
市

で
は
「
回
天
基
地
」
が
あ
り
、「
二
度
と
同
じ
よ
う
な
悲
劇
が
起

こ
ら
な
い
様
に
」
と
の
戒
め
や
願
い
を
込
め
た
負
の
遺
産
で
あ

る
。
ま
た
、
広
島
県
に
は
、
世
界
遺
産
の
「
原
爆
ド
ー
ム
」
が

あ
る
の
で
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
身
近
に
感
じ
る
人
が
多
い
と
思

う
。 今

年
は
、
明
治
維
新
１
５
０
年
と
し
て
、
明
治
維
新
の
偉
業

の
大
き
さ
と
共
に
、
そ
の
為
に
奔
走
し
た
若
者
の
尊
い
命
も
、

多
数
失
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
特
に
、
前
半
の
約
７
５
年

間
は
、
戦
争
が
多
く(

戊
辰
戦
争
、
旧
士
族
の
反
乱
、
日
清
戦
争
、

日
露
戦
争
、
第
一
次
世
界
大
戦
、
日
中
戦
争
、
第
二
次
世
界
大

戦
）、
国
民
全
体
が
戦
争
に
翻
弄
さ
れ
、
こ
こ
で
も
多
く
の
若
者

の
命
が
失
わ
れ
た
。
戦
後
生
ま
れ
の
団
塊
の
世
代
は
、
後
半
の

約
７
５
年
間
を
戦
争
と
無
縁
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
有
難
く
思
う

と
同
時
に
、
前
半
の
約
７
５
年
の
若
者
達
の
犠
牲
に
よ
り
成
り

立
っ
て
い
た
こ
と
を
、
身
に
沁
み
て
感
じ
る
。 

以
前 

紹
介
し
た
加
見
地
区
の
「
日
露
戦
役
記
念
碑
」
も
、
従

軍
者
の
名
簿
と
共
に
中
国
大
陸
で
の
９
名
の
戦
死
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。
墓
地
に
も
、
戦
地
、
軍
の
階
級
、
享
年
が
彫
ら
れ
、

「
戦
死
者
」
と
判
る
神
道
の
御
柱
（
英
霊
の
墓
）
が
あ
る
。
ま

っ
た
く
戦
争
の
こ
と
に
無
縁
な
人
た
ち
に
は
、
聞
き
な
れ
な
い 

   

 

戦争の痕跡 

そ
う
す
け
く
ん 

（
２
歳
） 

 ４月より四熊市民センターでお世話
になっています。私は教員を長く務めま
した。先日四熊小学校訪問の折、お世話
になった先生方の名前が掲示されてい
てとても懐かしく思いました。これから
地域の皆様と一緒に活動させていただ
き、地域に貢献できればと思います。よ
ろしくお願いします。 
 

４月より小畑市民センターで主事を
しています。今までは地元の一主婦でし

たが、これからはちょっと違う立場で、
皆さんと一緒にいろいろな事をやって
いけたらいいなと思っています。 
どうぞよろしくお願いします。 

‐こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

‐ご
出
身
は
ど
ち
ら
に
な
ら
れ
ま
す
か
？ 

 

新
南
陽
の
宮
の
前
に
な
り
ま
す
。
菊
川
に

来
た
の
は
、
一
昨
年
前
の
２
月
に
な
り
ま
す
。

 

‐菊
川
で
の
ご
生
活
は
い
か
か
で
す
か
？ 

 

ひ
と
言
で
表
す
な
ら
「
平
和
」
で
す
ね
。

知
ら
な
い
人
同
士
で
も
皆
あ
い
さ
つ
を
し

て
、
お
互
い
に
声
を
か
け
あ
う
姿
が
と
て
も

素
晴
ら
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
見

守
り
隊
の
人
た
ち
の
活
動
も
あ
り
、
子
育
て

が
し
や
す
そ
う
な
印
象
を
受
け
ま
す
。 

‐ご
趣
味
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

趣
味
は
音
楽
で
す
。
カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン
エ

ク
ス
プ
レ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
所
属
し
、
ボ

ー
カ
ル
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
自
身
の
活

動
は
現
在
９
年
目
に
な
り
、
結
婚
式
や
お
祭

り
で
歌
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

‐ふ
す
ま
の
一
番
の
魅
力
と
は
？ 

 

部
屋
が
明
る
く
な
る
こ
と
で
す
ね
。
昔
に

比
べ
、
ふ
す
ま
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え

て
き
て
お
り
、
洋
室
に
も
合
う
様
な
色
や
柄

の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
部
屋
に

も
合
い
、
明
る
い
お
部
屋
に
す
る
こ
と
が
で

出
来
る
点
が
ふ
す
ま
の
魅
力
だ
と
思
い
ま

す
。 

‐仕
事
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
等
は
あ
り
ま
す

か
？ 

 

ふ
す
ま
に
も
色
々
な
グ
レ
ー
ド
が
あ
り
ま

す
が
、
損
得
勘
定
で
は
な
く
、
お
客
様
の
思

い
に
寄
り
添
い
、
現
在
の
ご
家
庭
の
状
況
な

ど
を
考
慮
し
、
提
供
す
る
事
を
心
掛
け
て
い

ま
す 

‐仕
事
で
苦
労
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

 

仕
事
を
す
る
こ
と
に
苦
労
を
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
は
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
手
探
り
で
自
分
な

り
の
や
り
方
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
に
楽
し

さ
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
る
創
作
掛
け
軸
教
室
と
い

う
も
の
も
行
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
、
ま
た
新

し
い
方
と
お
知
り
合
い
に
な
る
機
会
も
あ

り
、
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。 

‐ど
う
い
っ
た
お
店
に
し
た
い
等
の
今
後
の

目
標
は
あ
り
ま
す
か
？ 

自
分
が
現
在
こ
の
店
の
４
代
目
に
な
り
ま 

菊川市民センター主事 河杉 翔太 

４月１日付けで菊川市民センターに
配属となりました。まだまだ人生経験も
浅いので、菊川の皆様にいろいろとご指

導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたし
たいと思っております。 
少しでも早く、菊川地区の為に役立つ

職員になれるように頑張ります。 

 ４月１日付けで徳山西学校給食セン
ターから異動してきました。 
 今までと違う業務で分からないこと
が多いですが、菊川地区のために出来る
ことをがんばっていこうと思います 

道路などの相談があればお気軽に訪ね
てください。 

窓口と地区社協の担当をしておりま
す。異動してきて３ヶ月が経ちました

が、菊川地区の皆さんの活気溢れる姿
に、毎日元気をいただいています。早く
仕事にも慣れ、皆さんのお役に立てるよ
うに頑張りますので、よろしくお願いし
ます。 

菊川支所職員 田中 真紀 菊川支所職員 矢野 勝之 

四熊市民センター主事 池岡 史郎 

小畑市民センター主事 山田 奈穂美 

松
原
表
具
店 

４
代
目 

代
表 

岡
田

お

か

だ 

充
沙

み

さ 

さ
ん 

す
が
、
次
の
代
に
し
っ
か
り
と
お
店
を
引
き
継
ぐ
事

が
第
一
目
標
で
す
。
先
代
達
が
築
い
て
き
た
、
お
客

様
と
の
信
頼
関
係
を
大
事
に
す
る
こ
と
は
勿
論
、
自

分
の
代
で
新
し
い
お
客
様
と
の
繋
が
り
を
つ
く
っ
て

い
け
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
あ
そ
こ
に
頼
め

ば
安
心
と
思
わ
れ
る
お
店
に
し
た
い
で
す
ね
。 

‐本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


